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研究成果の概要（和文）：ドキソルビシン(DOX)の心筋障害には特異的障害指標が無く根治手段も無い。DNA損傷
修復作用と抗酸化作用を持つ多機能蛋白であるAPE1の、DOX心筋障害の診断・治療両面における新規標的分子と
しての意義を検証した。
DOX心筋障害モデルを確立し、心機能解析により心筋障害進展の経時的変化を明らかにした。DOXの多段階用量適
用前後のAPE1発現と組織障害の間に一定の相関を検出し、DOX心筋障害のバイオマーカーとしてのAPE1の可能性
を見出した。DOX心筋障害モデルにAPE1遺伝子導入を行い、心筋障害軽減効果を検出したが、成績の用量依存性
などの確証を得るために引き続き研究継続中である。

研究成果の概要（英文）：There have been no biomarkers and no curative measures for doxorubicin (DOX)
 cardiotoxicities. We proposed APE1 as a potential target molecule to solve this issue. APE1 is 
multifunctional, with repairing DNA damage and antioxidative functions. A DOX mouse model 
demonstrated an enhanced APE1 expression, parallel with progression of cardiac dysfunction 
dose-dependently to DOX, suggesting a possible role of APE1 as a significant biomarker of DOX 
cardiotoxicity. APE1 gene transfection reduced myocardial damage in DOX cardiotoxicity model. 
Advanced experiments on dose-dependency of cardioprotective effects of APE1 has been progressing.   
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研究成果の学術的意義や社会的意義
我々はこれまで動脈硬化性心血管リモデリングにおける新たな診断治療標的分子としてのAPE1の意義を確立して
きた。癌化学療法誘発性心血管障害におけるAPE1の意義は、診断的にも治療的にも全く明らかにされていない。
本研究は、これまでのAPE1の循環器学的知見を腫瘍学の領域に展開し、DOX誘発心筋障害のバイオマーカーとし
ての診断的意義と、心筋障害軽減の標的分子としての治療的意義を解明するものであり、独創性に富み将来の臨
床適用に繋がる発展性ある研究である。その成果は、腫瘍循環器学領域における新たな学術的意義と同時に癌サ
バイバーの長期予後の改善という社会的意義を有し、医療社会学の発展に資するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１． 研究開始当初の背景 

 
（１）癌化学療法と抗癌剤誘発性心血管合併症に関する学術的現状 
癌化学療法の進歩とともに寛解率・治癒率が格段に向上し、⻑期⽣存者（いわゆる癌サバイバー）が増えるに
つれて、抗癌剤誘発性⼼⾎管合併症が問題となっている。特に癌化学療法関連⼼筋障害（CRCD: Chemotherapy 
Related Cardiac Dysfunction）は最も重篤な合併症の⼀つであり、⽣命予後の重⼤な規定因⼦である。⾼齢化
社会では、癌と循環器疾患の合併は稀ではなく、基礎⼼疾患のために化学療法が制限され、化学療法で基礎⼼
疾患が悪化する場合もある。これらを背景に、新たな学際領域として腫瘍循環器学（Onco-Cardiology/Cardio-
Oncology）が⽣まれ世界的に注⽬を集めている。 
本邦では 2017 年 6 ⽉に申請者が座⻑を務めて第 1 回の臨床腫瘍学会・⽇本循環器学会合同シンポジウムを開
催し、本領域への学術機運の⾼まりを確認した。2017 年秋には、申請者も学会理事として参画して⽇本腫瘍
循環器学会が設⽴され、腫瘍循環器学の本格的な学術活動が展開される環境が整った。 
（２）APE1（Apurinic/apyrimidinic endonuclease1）の腫瘍循環器領域における診断・治療の標的分子としての可能性 
APE1 は、DNA 塩基損傷の修復とレドックス制御による抗酸化作⽤を発揮する多機能蛋⽩である。我々は、
⼼⾎管病変局所で APE1 発現が亢進することから、同分⼦の機能的意義に注⽬してきた。ワイヤー傷害による
⾎管リモデリングモデルでは、APE1 の導⼊が抗酸化作⽤を増強し、細胞修復過程が促進され、⾎管リモデリ
ングが効率的に抑制されることを明らかにした（Am J Physiol Heart Circ Physiol 305, 2013）。また、マウス⼼
筋梗塞モデルでは、APE1 の導⼊が⼼筋細胞のアポトーシスを抑制し、⼼筋梗塞巣が縮⼩され⼼機能が回復す
ることを明らかにした (Stem Cells Transl Med.5, 2016）。 
近年、癌診療の分野では、APE1 の発現量が肺⼩細胞癌の予後不良指標となる可能性が⽰され(Oncotarget.7, 
2016)、バイオマーカーとしての診断的意義が注⽬されている。また、癌診療における治療標的としても注⽬
されている (J Cancer 8, 2017)。しかし、癌化学療法誘発⼼筋障害と APE1 の関係は、診断的にも治療的にも
これまで全く明らかにされていない。アントラサイクリン系抗癌剤の抗腫瘍作⽤は、DNA ⼆本鎖切断による
アポトーシスの誘導や ROS 産⽣であり、⼼毒性機序の主体が酸化ストレスであることから、APE1 の作⽤機
序との間に多くの共通性が存在する。これまで、この点に着⽬した検討がなされなかったのは、腫瘍学と循環
器学の間に学際的乖離が存在したためでもあり、腫瘍循環器学が認知されつつある今こそ、絶好の検証時機に
⾄ったと⾔える。 
 
２．研究の目的 
 
増加する癌治療後⻑期⽣存者（癌サバイバー）の重要課題である抗癌剤誘発性⼼⾎管合併症の中で、最も重篤
とされる DOX を代表とするアントラサイクリン系抗癌剤の⼼筋障害に対して、DNA 塩基損傷の修復作⽤と
抗酸化作⽤を併せ持つユニークな多機能蛋⽩である APE1（Apurinic/apyrimidinic endonuclease1）が、診断上
および治療上の新たな標的分⼦になるとの仮説を⽴て； 
（１）診断的意義：APE1 が DOX 誘発性⼼筋障害の発⽣を早期に検出し得る新たなバイオマーカーになるこ

とを検証する。 
（２）治療的意義：APE1 が DOX 誘発性障害⼼の⼼機能回復および⼼筋組織修復を促進するための新たな治

療標的分⼦になることを検証する。 
以上の診断的および治療的意義を明らかにすることを⽬的とする。 
 
３．研究の方法 
 
(1) DOX 誘発性心筋障害マウスモデルの確立と経時的解析 
アントラサイクリン系抗癌剤の中でも臨床的汎⽤性が⾼く、⼼毒性関連知⾒にも豊み、基礎研究で既に我々も
検討している（Sci Rep.26, 2016）DOX 誘発⼼筋障害モデルを⽤いる。10-12 週齢の雄性 C57BL/6J マウスに
DOX を多段階⽤量で適⽤、⾎液検体と組織検体の経時的解析とともに⾼解像度⼼エコー（Vevo3100)により⼼筋
障害進展に伴う以下の経時的解析を⾏う。 
(2) DOX 心筋障害バイオマーカーおよび心機能障害指標としての APE1 の検証 
DOX 投与前後の⾎液検体を⽤い、APE1 (ELISA)の経時的変化を、現在⾮特異的バイオマーカーとして臨床使⽤
される⼼筋トロポニン T/I、BNP、NT-proBNP の経時的推移と⽐較検討する。採取⼼筋の経時的組織学的変化と
APE1 発現の相関を検討し、DNA 損傷、核酸塩基損傷産物、塩基損傷特異的・⾮特異的修復機構の変化、酸化ス
トレス指標とアポトーシスの変動と⽐較検討する。さらに、⼼機能の経時的変化を⾼解像度⼼エコー
(Vevo3100)による⼼収縮・拡張機能評価から、DOX による⼼筋障害・⼼機能障害の推移と APE1 の時間的・空間
的分布の推移の関連を明らかにする。 
(3) APE1 導入による心筋障害軽減効果の検証 
① 培養心筋細胞の DOX 添加細胞障害に対する APE1 の修飾効果の検討 
マウス培養⼼筋細胞に我々の既報(Sci Rep.26, 2016)のごとく DOX 添加細胞障害を誘発し、ヒト APE1 遺伝⼦



組み込みレトロウイルスによる APE1 過剰発現条件と siRNA による消去条件を適⽤し、DOX による細胞増殖能、
DNA 損傷、核酸塩基損傷産物、BER 機構の活性変化とアポトーシスの変化から DOX 誘発細胞障害に対する APE1
導⼊の効果を細胞レベルで明らかにする。 
② 生体における DOX 誘発性心筋障害・心機能障害に対する APE1 の効果の検討 
①・②で確⽴するマウス DOX 誘発性⼼筋障害モデルに、既報の⼼筋梗塞実験で確⽴した APE1 導⼊ Sca1 陽性⼼
筋幹細胞(APE1-CPC)を適⽤する。DOX 誘発性⼼筋障害における DNA・核酸塩基損傷、特異的・⾮特異的塩基損
傷修復機構の変化、酸化ストレス指標およびアポトーシスの変動、経時的組織学的変化に及ぼす APE1 導⼊の
効果を明らかにし、⾼解像度⼼エコーによる⼼収縮・拡張機能評価から DOX 誘発性⼼機能障害に対する APE1
導⼊の効果を明らかにする。 
 
４．研究成果 
 
（和⽂概要） 
ドキソルビシン(DOX)の⼼筋障害には特異的障害指標が無く根治⼿段も無い。DNA 損傷修復作⽤と抗酸化作
⽤を持つ多機能蛋⽩である APE1 の、DOX ⼼筋障害の診断・治療両⾯における新規標的分⼦としての意義を
検証した。 
DOX ⼼筋障害モデルを確⽴し、⼼機能解析により⼼筋障害進展の経時的変化を明らかにした。DOX の多段階
⽤量適⽤前後の APE1 発現と組織障害の間に⼀定の相関を検出し、DOX ⼼筋障害のバイオマーカーとしての
APE1 の可能性を⾒出した。DOX ⼼筋障害モデルに APE1 遺伝⼦導⼊を⾏い、⼼筋障害軽減効果を検出した
が、成績の⽤量依存性などの確証を得るために引き続き研究継続中である。 
 

(英文概要) 

There have been no biomarkers and no curative measures for doxorubicin (DOX) 

cardiotoxicities. We proposed APE1 as a potential target molecule to solve this issue. APE1 

is multifunctional, with repairing DNA damage and antioxidative functions. A DOX mouse 

model demonstrated an enhanced APE1 expression, parallel with progression of cardiac 

dysfunction dose-dependently to DOX, suggesting a possible role of APE1 as a significant 

biomarker of DOX cardiotoxicity. APE1 gene transfection reduced myocardial damage in 

DOX cardiotoxicity model. Advanced experiments on dose-dependency of cardioprotective 

effects of APE1 has been progressing.  
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Ishibashi-Ueda H, Horie M, Hasebe N.
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Impact of the 2017 American College of Cardiology/American Heart Association Blood Pressure
Guidelines on the Next Blood Pressure Guidelines in Asia

Curr Hypertens Rep 2-21

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Nakagawa N, Hasebe N 10
 １．著者名

10.1536/ihj.17-700

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Case of Invasive Streptococcus Dysgalactiae Infection Presenting as Infective Endocarditis with
Multiple Brain Embolisms

Int Heart J. 204-207

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Takahashi F, Wada Y, Hasebe N 60
 １．著者名

10.1038/s41440-018-0172-8

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
JSH Statement: Kyoto declaration on hypertension research in Asia.

Hypertens Res 759-760.

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Ito M, Ishimitsu T, Ichihara A, Itoh H, Ohishi M, Ohkubo T, Kai H, Kashihara  N, Kario K,
Saitoh S, Tsuchihashi T, Nakamura S, Nishiyama A, Node K, Hasebe N, Higaki J, Miura K, Rakugi
H, Tamura K, Kawano Y, Yatabe T, Ohya Y, Ito S.
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Impact of the 2017 American College of Cardiology/American Heart Association Blood Pressure
Guidelines on the Next Blood Pressure Guidelines in Asia.

Curr Hypertens Rep. 2

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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Nakagawa N, Hasebe N. 21
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オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.2169/internalmedicine.9576-17

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Pazopanib-induced Endothelial Injury with Podocyte Changes

Internal Medicine 987～991

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
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有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Pericyte-Specific Ninjurin1 Deletion Attenuates Vessel Maturation and Blood Flow Recovery in
Hind Limb Ischemia

Arteriosclerosis, Thrombosis, and Vascular Biology 2358～2370

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Efficacy of Endocardial Ablation of Drug-Resistant Ventricular Fibrillation in Brugada Syndrome

Circulation: Arrhythmia and Electrophysiology e005631

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Talib AK、Takagi M、Shimane A、Hayashi T、Nishizaki M、Yui Y、Talib A、Sato N、Kawamura Y、
Hasebe N、Murakoshi N、Kumagai K、Sekiguchi Y、Nogami A、Aonuma K
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 １．著者名
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Unexpectedly High Prevalence of Coronary Spastic Angina in Patients With Anderson-Fabry
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
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2021年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第18回日本腫瘍学会学術集会（招待講演）

1)Asian Pacific Society of Cardiology (APSC) 2020（招待講演）（国際学会）

The 84th Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society (JCS2020)（招待講演）（国際学会）

84回日本循環器学会学術集会(JCS2020)（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

長谷部直幸

Naoyuki Hasebe

Naoyuki Hasebe

長谷部直幸

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

腫瘍学と循環器学の連携―点と線、そして面へー

Overview of Hypertension in Asia

How to Utilize JSH 2019 Hypertension Guidelines in Clinical Practice of Cardiovascular Medicine

若い時にこそ健康長寿を目指そう



2020年

2020年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

3回日本腫瘍循環器学会（招待講演）

第2回Digital Hypertension Conference（招待講演）

ESC Congress 2019 Paris Frane, 8/31-9/4,2019（国際学会）

ISN 2019, Melbourne, Australia, 4/12-15, 2019（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

長谷部直幸

長谷部直幸

Horiuchi K,Minoshima A,Kabara M,Kano K,Tomita Y, Yoshida Y,Hayasaka  T,Takehara N,Hasebe N,Kawabe J

Maruyama K, Nakagawa N, Hasebe N

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

糖尿病と癌

高血圧パラドックス解消に向けた市民啓発の取り組み “高血圧の川柳・標語コンテストの取り組み”

Pericyte-specific deletion of ninjurin1 induces abnormal vasa vasorum formation and persistent inflammation and enhances
intimal hyperplasia of injured vasculature

Apurinic/apyrimidinic endonuclease 1 (APE1) , an antioxidant and DNA-repair enzyme, has a renoprotective effect during
kidney injury



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第48回日本心脈管作動物質学会

第 31 回 代用臓器・再生医学研究会総会

第44回　日本脳卒中学会学術集会

 ３．学会等名

吉田有里、鹿原真樹、鹿野耕平、早坂太希、富田唯、堀内至、竹原有史、長谷部直幸、川辺淳一、東信良

片山隆行、菊地（竹口）史織、鹿野耕平、髙橋佳恵、齋藤司、澤田潤、長谷部直幸、進藤基博、本間　大

Okada M, Kawaguchi S, Fujita S, Hasebe N

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

EphA7 陽性周細胞毛細血管幹細胞(Capillary Stem Cells, CapSCs)の同定とその下肢虚血改善効果の検討

後天性免疫不全症候群・梅毒・抗カルジオリピン抗体陽性を伴った若年性再発性脳梗塞の１例

Cardiac Metabolism Was Improved by Regulation of Nitric Oxide Synthases Through the Beta-3 Adrenergic Receptor in Endotoxin-
induced Failing Heart

周細胞特異的 Ninjurin1欠損は、障害血管外膜 vasa vasorum の形成異常と血管内膜肥厚の増悪をもたらす

 １．発表者名

 １．発表者名
堀内至、蓑島暁帆、鹿原真樹、早坂太希、吉田有里、富田唯、鹿野耕平、竹原有史、長谷部直幸、川辺淳一

AHA2019, Philadelphia,USA, 11/16-18,2019（国際学会）



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第83回日本循環器学会学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第83回日本循環器学会学術集会

井上仁喜、杉山英太郎 、山本清二 、長谷部直幸

菅野貴康、石井良直 、田中義範 、北川拓 、小林祐也、鈴木伸穂 、浅野目晃 、井澤和眞 、長谷部直幸

Date A, Hayasaka T, Hosoguchi S, Koizumi Y, Minoshima A, Sakamoto N, Hasebe N

山内敦司、中川直樹、柴山佳一郎、平井俊浩、鈴木孝英、貴田岡享、小川裕二、長谷部直幸

第83回日本循環器学会学術集会

第83回日本循環器学会学術集会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

D-dimer Cutoff Value for the Diagnosis of Deep Vein Thrombosos in the Patients with Cancer

Clinical Significance of Intraluminal Intensity of Blood Speckle after Revascularization in Acute Myocardial Infarction

Usefulness of Heart Rate Efficiency Compared to Peak O2 Pluse in Patients with Chronic Heart Failure

Malnutrition and Risk of Contract-Induced Acute Kidney Injury in the Elderly Patients after Percutaneous Coronary
Intervention

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第83回日本循環器学会学術集会

第83回日本循環器学会学術集会

第60回日本神経学会学術大会

Minoshima A, Kawabe J, Matsuki M, Kabara M, Horiuchi K, Saito Y, Hayasaka T, Takehara N, Hasebe N

早坂太希、竹原有史、堀内至、川辺淳一、長谷部直幸

Sawada J, Kikuchi S, Takahashi K, Saito T, Katayama T, Nakagawa N, Momosaki K, Nakamura K, Hasebe N

吉田有里、鹿原真樹、鹿野耕平、早坂太希、富田唯、堀内至、蓑島暁帆、齊藤幸裕、竹原有史、長谷部直幸、東信良、川辺 淳一

第47回日本血管外科学会学術総会、

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Ninj 1 Improves Tissue Ischemia through Maturation of Micro vessels independently of Collateral Circulation

Tail-suspention Induced Sarcopenia is Assosiated with a Cardio-repair Malfunction after Myocardial Infarction in Mice

Diagnostic utility of magnetic resonance imaging and angiography in patients with Fabry disease

多分化能を有する毛細血管幹細胞(Capillary Stem Cells, CapSCs)の同定とその組織再生能・虚血改善効果の検討

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第61回日本老年医学会学術集会

第61回日本老年医学会学術集会

第62回日本腎臓学会学術総会

 ３．学会等名

鹿野耕平、鹿原真樹、吉田有里、堀内至、早坂太希、富田唯、澤田潤、竹原有史、長谷部直幸、川辺淳一

佐久間寛史、丸山啓介、松木孝樹、中川直樹、藤野貴行、長谷部直幸

MRI拡散強調画像解析を用いた糖尿病腎症診断法の開発

鹿野耕平、内田紗瑛子、鈴木勇太、田中洋子、田丸祐也、中島恵一、堀内至、澤田潤、長谷部直幸、川辺淳一

第62回日本糖尿病学会年次学術集会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

新規体性幹細胞＝毛細血管幹細胞（Capillary Stem Cells;CapSCs）による骨格筋再生能

難治性ネフローゼ症候群に対するリツキシマブの有効性についての検討

橘内博哉、滝山由美、中川直樹、長谷部直幸、佐々木智章、沖崎貴琢、竹内文也、羽田勝計、太田嗣人

日常生活状態における骨格筋組織の再生・維持に毛細血管周細胞が重要である

 １．発表者名

 １．発表者名
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2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第67回日本心臓病学会学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第62回日本腎臓学会学術総会

藤野貴行、山田夏生、松田正大、林望美、佐久間寛史、松木孝樹、中川直樹、佐藤伸之、長谷部直幸

土田裕樹、延藤優太、天内雅人、本吉宣也、山﨑大輔、成田孝行、宗万孝次、松木孝樹、長谷部直幸、谷本幸代、佐々木央子、種村佐織、
大内直美

中山克明、延藤優太、天内雅人、成田孝行、宗万孝次、松木孝樹、長谷部直幸

北川拓、小林祐也、浅野目晃、井澤和眞、菅野貴康、石井良直、長谷部直幸

第64回日本透析医学会学術集会・総会、

第64回日本透析医学会学術集会・総会、

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

ループス腎炎におけるAPE1とヒストンH3-K4トリメチル化の役割―酸化ストレス産生との関連

閉塞性動脈硬化症におけるシャントトラブルスコアリングによる評価の検討

閉塞性動脈硬化症患者の周術期における慢性維持透析での回路内残血の検討

二度の急性心膜炎を契機に冠攣縮性狭心症(CSA)を発症した一例

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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第67回日本心臓病学会学術集会

第67回日本心臓病学会学術集会

第67回日本心臓病学会学術集会

小林祐也、石井良直、北川拓、井川貴行 、井澤和眞 、菅野貴康 、長谷部直幸

井上仁喜、菊地麻美、杉山英太郎、長谷部直幸

柏木雄介、堀田大介、長谷部直幸、菊池健次郎

貴田岡享、小川裕二、鈴木孝英、浅野目晃、平井俊浩、柴山佳一郎、秋田滉一、長谷部直幸

第67回日本心臓病学会学術集会
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 ２．発表標題

 ４．発表年
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 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

冠動脈疾患における血流依存性血管拡張反応(FMD)と冠危険因子の検討

がんの化学療法期間中に連続で左室駆出分画(EF) の低下を認めた症例では EF が正常であっても心障害が存在する可能性がある

睡眠時無呼吸症候群と高血圧・虚血性心疾患・大動脈解離・洞不全症候群との関連および CPAP の治療効果についての検討

無症状で発見された巨大右冠動脈-左室瘻の 1 例

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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 ２．発表標題
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第67回日本心臓病学会学術集会

第67回日本心臓病学会学術集会

第2回日本腫瘍循環器学会学術集会

 ３．学会等名

細口翔平、坂本央、蓑島暁帆、山田一紀、伊達歩、竹内利治、赤坂和美、武井英博、長谷部直幸

早坂太希、伊達歩、久木田新、豊嶋更紗、本谷光咲子、木谷祐也、蓑島暁帆、竹内利治、三田村信雄、呂隆徳、大田哲生、長谷部直幸

西浦猛、酒井博司、八巻多、岩田周耕、豊嶋更紗、徳野翔太、砂田大貴、長谷部直幸

名取俊介、野呂忠孝、長谷部直幸

第67回日本心臓病学会学術集会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

冠動脈病変を合併した IgG4 関連疾患のマルチモダリティイメージング

担がん患者に対する心臓リハビリテーションの4施行例

当院における心不全入院患者についての検討

心不全発症に抗アンドロゲン剤の関与が強く疑われた一症例

 １．発表者名

 １．発表者名
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